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　1．はじめに 

　本研究では、MeSO-netの深さ20mに設置してある地中設置型地震計のデータから地表の揺れの様子を高精

度に予測するために、各観測点での微動観測や地表における臨時観測を行うことにより、地盤増幅特性の評価

や地盤のS波速度構造の推定を行う。そのための研究開発項目として、1．MeSO-net観測点における地表地震

記録の取得と増幅特性の推定、2．微動アレイ観測とＳ波速度構造等の地盤物性値の推定、3．既往地盤情報等

によるＳ波速度構造の精度検証と地表地震記録の推定、の3つの項目を実施することにより、MeSO-net観測地

点の詳細な地盤増幅構造を、「マルチインテグレーションシステム」へ実装することを目的としている。以下

に項目毎の取組みを紹介する。 

 

　2. MeSO-net観測点における地表地震記録の取得と増幅特性の推定 

　本項目では、MeSo-net観測点の地表における臨時地震観測による、観測点ごとの地中・地表間のスペクト

ル増幅率の推定を行うため、MeSO-net全観測点(297地点)で実施している。観測期間は1地点あたり2～3ヶ月

とし、現時点(H30.12.9)で、60地点で観測を終了している。対象観測点ごとに、MeSO-net地震計と同じセン

サを持つ地震計(白山工業社製JU310およびJU410)1台を使用した。地震計は固定板および防水容器に格納

し、防水処理された電源ケーブルで接続した。それら全体をブルーシートで養生しロープで固定した。これを

観測井近傍に設置してポールとチェーンで囲った。また、データ収録時のサンプリング周波数を200Hz、レン

ジをJU410については、±4.0G（JU310については±1.0G）とした。平成29～30年度に実施した地震観測地点

において地表および地中で記録が得られた地震nにおいて、各地震観測地点における地中～地表の増幅特性を

計算した。増幅特性は各観測地点における地中および地表で得られた地震波形からフーリエスペクトルを成分

ごとに計算し、0.1～10Hzのバンドパスフィルターをかけ、対数ウィンドウで平滑化した上で、地中に対する

地表の比をとった。結果として，比較的固いローム台地と軟弱な後背湿地や自然堤防の増幅特性の特徴の違い

が明瞭となっている。特に、ローム台地の観測点については5～10Hzの短周期で増幅度が大きくなってお

り、MeSO-net地震計の深さ20mよりも浅い場所で地盤構造に変化があるものと考えられる。一方、後背湿

地・自然堤防等の軟弱な地盤とされる地形では、1～2Hz付近で顕著な増幅を示す。 

 

　3. 微動アレイ観測とＳ波速度構造等の地盤物性値の推定 

　前節の地盤増幅特性を検証し、強震動時でも揺れを想定出来るようにするため、地下50ｍ程度のS波速度構

造を求めるための微動アレイ観測を実施した。微動観測は、MeSO-net 地震計と同じセンサ特性を持つ3 成分

地震計兼微動観測機器（JU410）を購入した。それらを用いて、対象となるMeSO-net観測点296地点の直上

にて、微動アレイ観測を実施している。微動アレイは、アレイ半径60cmの4点極小アレイと１辺5～15m程度

の3点不規則アレイを展開し、同時に15分間程度の観測を行った。データ収録時のサンプリング周波数は

200Hz、レンジは±0.1Gとした。微動アレイ観測結果に対し、SPAC法およびCCA法を用いて位相速度解析を

実施した。その上で、AVS30等の増幅特性の抽出(C40)、分散曲線の直接深度変換法(SPM)、逆解析等の逆解

析手法を用いてS波速度構造等の地盤物性値を推定した。前節同様、比較的固いローム台地と軟弱な後背湿地

の特徴の違いが明確になっている。 
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　4. まとめ 

　前節までに実施している地震観測と微動観測に基づき、今後、周期を考慮した地盤増幅率を検討するが、関

東地域全域作成されている既往の地盤モデル（戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）のリアルタイム地

震被害推定で実施している関東地域の浅部・深部統合地下構造モデル）や地質調査データを用いたS波速度構

造モデルのさらなる高度化を行い、250mメッシュ間隔の精度の高い地震動の推定を行うことを目標とする。 
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